
 

知能メディア工学科 

 
■選考方法 

書類審査、プレゼンテーション資料作成課題及び面接により、多面的かつ総合的に評価します。 

(1)書類審査：提出された出願書類について審査を行います。 

(2)プレゼンテーション資料作成課題：（説明を含め 90 分程度） 

  DVD や紙媒体などを見て「当日提示される課題」に対するプレゼンテーション資料を作成 

  する課題を与えます。 

  作成した資料により論理的思考力及びコミュニケーション能力を評価します。 

  プレゼンテーション資料作成に必要な用紙及び用具類は本学が準備します。 

  なお、この課題では特別な知識は必要としません。 

(3)面  接：個人面接（10～15 分程度） 

        面接内容 ①(2)で作成した資料を用いてのプレゼンテーション（約 5 分間） 

               ②プレゼンテーションの内容に関する質疑応答 

               ③知能メディア工学科の学生としての適性など 

               ④自己評価項目に関わる事項など 

               ⑤本学科志望の動機や入学後の抱負など 

 

1 日目：プレゼンテーション資料作成課題（90 分程度） 

2 日目：個人面接（10～15 分程度） 
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※注意事項 

・ 試験監督からの指示があるまで、この冊子を開かないでください。 

・ 試験を始める前に、試験監督からプレゼンテーション資料を作成する際の注意事項

を説明します。試験時間は、注意事項の説明を含め、90 分です。 

・ これは、問題用紙です。プレゼンテーション資料は、別途配布する指定の解答用紙を

用いて作成します。 

・ 試験終了後、この問題冊子は持ち帰ってください。 

 

＜プレゼンテーション資料作成のための注意事項＞ 

・ プレゼンテーション資料作成の課題は、次のページに書かれています。注意事項の説明が終了し、

始めの合図があるまでは、次のページを開かないでください。 

・ プレゼンテーション資料の作成には、指定された解答用紙 3 枚を必ず用いてください。解答用紙

は 5 枚配布しますが、提出するのは 3 枚です。2 枚以下でも、4 枚以上でもいけません。 

  



・ プレゼンテーション資料として作成した 3 枚の解答用紙は、配布したクリアフォルダに表から

発表順に揃え、提出してください。余りの 2 枚の解答用紙は持ち帰ってください。 

・ 解答用紙（言葉一覧）はクリアフォルダへ入れ、上述 3 枚の後ろに来るように揃え、提出してく

ださい。 

・ プレゼンテーション資料の作成に当たっては、指定されたサインペン（3 色）を用いてください。 

・ 明日の面接時間内にプレゼンテーションを行います。作成したプレゼンテーション資料を 1 枚

ずつ書画カメラを用いてスクリーンに投影し、口頭でプレゼンテーションを行います。発表時間

は 5 分です。スクリーンを通しても見やすく、わかりやすい資料作りを心がけてください。 

 
＜指定の解答用紙の使い方について＞ 

・ 指定の解答用紙には、5 枚すべてに受

験番号と氏名を記入してください（こ

の説明の後に記入する時間がありま

す）。 

・ プレゼンテーション資料は、配布した

指定用紙の上部の青枠内で表現してく

ださい。なお、自由記述欄は、口頭での

プレゼンテーションで話す内容を記述

するなど、どのような目的でも用いる

ことができます。 

・ 右下の発表資料番号は、発表する際に

提示する順番を指定します。 
提出する解答用紙は提示する順番を決め、必ず 1〜3 の番号を記入してください。 

・ 提出する 3 枚の解答用紙は、発表する際に論理的な発表となるよう、構成を考えて作成してくだ

さい。例えば、1 枚目には問いに対するメインの主張を端的に表現し、2 枚目と 3 枚目は、その

主張の根拠や理由を異なる 2 つの観点から説明する、といったように、予め構成を考えてから作

成するとよいと思います。 

＜合図があるまで、次ページは開かない＞ 



課題 
 下記の課題資料に書かれている内容をよく読み、以下の問いに対するあなたの考えをまとめ、 
5 分間のプレゼンテーションを行うための資料を作成しなさい。なお、プレゼンテーション資料は、

配布された解答用紙 3 枚を用いて作成すること。 
 
【課題資料】 

 知能メディア工学科は「メディア工学」「知識工学」「情報デザイン」の３つの研究領域で構成さ

れ、これらを連携・融合・複合させることで、新しいメディアの創造に取り組んでいます。 
 メディア工学領域では、現在の水準をはるかに超える音響・映像の３次元再生技術とその伝送技

術、ロボットと人間の高度なコミュニケーションを支える音響・映像の認識技術の開発を目指して

います。3D 音響技術や音場シミュレーションなどの音響技術、音声合成・話者認識などの音声技術、

画像／映像の処理や合成技術、バーチャルリアリティなどが、この分野の中心となる技術です。 
 現在、人工知能は第三次 AI ブームを迎え、日常の各所でその応用技術が活用され、政府が AI 人
材の育成を推進したり、企業でも巨額の研究資金を投入したりするなど大きく注目されています。

これは人工知能を応用しビッグデータの解析をすることで新たな知見・知識を得ることができるよ

うになってきたためです。知識工学領域では、人間のように思考することができる人工知能を応用

し、今までは知り得なかった新たな知見・知識を得るための技術開発を目指しています。人工知能

や 機械学習、データマイニング、IoT(Internet of Things)などが、この分野の中心となる技術です。 
 情報デザイン領域は、メディア工学や知識工学領域などの技術を活用し、これからの社会やユー

ザーに「使いやすく魅力的なモノやシステム」を、大胆な発想で具体的なカタチにし、先進的なデザ

インを創り出すことを目指しています。コミュニケーションデザイン、ユーザインタフェースデザ

イン、サービスデザイン、ビジュアライゼーションなどが、この分野の中心となる技術です。 
 ３つの領域が融合することで、音声認識や画像認識、拡張現実（AR）など、より高度でインテリ

ジェントなメディア技術を実現したり、生活環境に適した音環境のデザインやサウンドデザイン、

メディアデザインなどを実現したりすることができるでしょう。また、身の回りのあらゆるものが

インターネットにつながった、IoT の環境で、人や社会に本当の意味で役に立つサービスを実現する

ことができるでしょう。 
 
【問い】 

 上記の【課題資料】は、人や社会に役立つことが期待される技術について述べています。 
今、感染症対策の一つとして厚生労働省が「新しい生活様式」(別紙 1)の実践を求めています。知

能メディア工学科の 3 つの研究領域での技術を組み合わせて、あなたはどのような新しいサービス

を提供しようと考えますか。「新しい生活様式」に対してサービスを提案し、そのサービスにどの様

なメリットおよびデメリットがあるのか両方を下線が引いてある言葉を必必ずず 22 つつ以以上上をそのままの

形で使い説明してください。そして、説明に使った言葉を回答用紙（言葉一覧）上で確認し回答して

ください。 
 

以上 
 

  



別紙 1 厚生労働省ウェブページより 

 
 

「「新新ししいい生生活活様様式式」」のの実実践践例例

（（１１））一一人人ひひととりりのの基基本本的的感感染染対対策策

移移動動にに関関すするる感感染染対対策策

□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
□発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプリの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

感感染染防防止止のの３３つつのの基基本本：：①①身身体体的的距距離離のの確確保保、、②②ママススククのの着着用用、、③③手手洗洗いい

□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時や屋内でも会話をするとき、人との間隔が十分とれない場合は、症状がなくてもマスクを
着用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。

□家に帰ったらまず手や顔を洗う。
人混みの多い場所に行った後は、できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。

□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）。

※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

（（２２））日日常常生生活活をを営営むむ上上ででのの基基本本的的生生活活様様式式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底
□こまめに換気（エアコン併用で室温を28℃以下に） □身体的距離の確保
□「３密」の回避（密集、密接、密閉）
□一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の理解・実行
□毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

娯娯楽楽、、ススポポーーツツ等等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは、十分に人との間隔を
もしくは自宅で動画を活用

□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

食食事事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

買買いい物物

□通販も利用
□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公公共共交交通通機機関関のの利利用用

□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

（（３３））日日常常生生活活のの各各場場面面別別のの生生活活様様式式

イイベベンントト等等へへのの参参加加

□接触確認アプリの活用を
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務 □時差通勤でゆったりと □オフィスはひろびろと

□会議はオンライン □対面での打合せは換気とマスク

（（４４））働働きき方方のの新新ししいいススタタイイルル

※ 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインは、関係団体が別途作成




